
序

内
田
百

は
生
涯
に
渡
っ
て
、
断
続
的
に
で
は
あ
る
が
日
記
を
つ
け
続
け
て
い
た
。

そ
の
内
、
生
前
に
自
身
の
意
志
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
が
、
三
冊
の
形
と
な
っ

て
残
っ
て
い
る
。
昭
和
十
年
及
び
十
一
年
に
相
継
い
で
刊
行
さ
れ
た
『
百
鬼
園
日
記

帖
』
と
『
続
百
鬼
園
日
記
帖
』
は
、
大
正
六
年
か
ら
十
一
年
ま
で
の
記
述
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
り
、
第
一
作
品
集
『
冥
途
』
の
上
梓
（
大
正
十
一
年
二
月
）
に
至
る
ま

で
の
時
期
、
文
士
と
し
て
の
名
前
を
得
る
よ
り
以
前
の
消
息
を
知
る
数
少
な
い
資
料

と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
残
さ
れ
た
も
う
一
冊
の
日
記
『
東
京
焼
盡
』
は
、
時
代
下
っ
て
昭

和
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
一
日
ま
で
の
太
平
洋
戦
争
末

期
、
東
京
に
空
襲
警
報
が
鳴
り
出
し
て
か
ら
の
生
活
の
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

昭
和
三
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
既
に
随
筆
家
と
し
て
作
家
と
し
て
名
の
あ
っ
た
百

の
、
し
か
し
筆
を
捨
て
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
期
間
を
埋
め
る
、
前
二
冊
に
も

劣
ら
な
い
貴
重
な
筆
跡
で
あ
る
。

一
冊
の
ま
と
ま
っ
た
刊
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
以
上
の
三
冊
に
と
ど
ま
る

が
、
百

は
生
前
様
々
な
短
章
に
日
記
の
記
述
を
盛
り
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
、
一

躍
名
前
を
世
に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
『
百
鬼
園
随
筆
』（
昭
和
八
年
）
に
収
録

さ
れ
た
「
梟
林
漫
筆
」
に
は
じ
ま
り
、
戦
争
を
過
ぎ
て
後
の
『
阿
房
列
車
』
連
作

（
昭
和
二
十
七
年
〜
三
十
一
年
）
を
補
う
形
の
「
雷
九
州
日
記
」、
な
に
よ
り
ノ
ラ
に
ク

ル
ツ
と
い
う
二
匹
の
愛
猫
を
失
っ
た
経
緯
を
綴
っ
た
『
ノ
ラ
や
』（
昭
和
三
十
二
年
）

と
『
ク
ル
や
お
前
か
』（
昭
和
三
十
八
年
）
に
挿
入
さ
れ
た
日
記
と
、
後
年
に
至
る
ま

で
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。

こ
れ
は
日
記
と
い
う
極
個
人
的
な
記
述
が
、
作
家
と
い
う
公
に
名
前
の
知
ら
れ
た

人
物
の
も
の
で
あ
る
限
り
は
、
作
品
と
し
て
提
示
し
得
る
と
い
う
方
法
論
的
な
自
覚

を
百

が
早
い
時
期
か
ら
保
有
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
故
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
『
百
鬼
園
日
記
帖
』
で
は
、
自
身
の
手
に
よ
る
凡
例
に
「
文
章
ハ
推
敲
ヲ

施
シ
ア
ラ
ズ
凡
テ
当
時
ノ
日
記
帖
ニ
記
入
セ
ル
儘
ナ
リ
」
と
書
く
一
方
で
多
く
の
人

名
を
仮
称
に
改
め
て
い
る
こ
と
も
断
っ
て
お
り
、
ま
た
特
に
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い

が
時
局
に
鑑
み
て
不
適
切
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
削
除
や
「
む
に
や
む
に
や
」
と
い

う
伏
せ
字
代
わ
り
の
言
葉
の
使
用
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
単
純
に
日
々
の
記
録
を

写
し
た
も
の
よ
り
も
、
一
個
の
意
図
を
含
有
し
た
作
品
と
い
う
風
に
捉
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
く
凡
例
に
「
本
書
ノ
性
質
上
読
者
ガ
拾
ヒ
読
ミ
ヲ
避

ケ
ラ
レ
ン
事
ハ
著
者
ノ
悃
願
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
」
と
い
う
一
文
が
添
え
ら
れ
る
意
味

が
あ
る
。
そ
の
場
そ
の
場
の
抒
情
の
断
片
的
な
集
積
で
な
く
、
一
つ
の
脈
絡
あ
る
複

合
体
が
「
本
書
ノ
性
質
」
で
あ
っ
て
こ
そ
、「
拾
ヒ
読
ミ
ヲ
サ
ケ
ラ
レ
ン
事
」
を

「
悃
願
ス
ル
」
の
だ
。

カ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
・
ペ
ー
ス
ト
で
一
編
の
エ
ッ
セ
イ
が
完
成
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
切
り
取
ら
れ
た
素
材
は
張
り
つ
け
ら
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
、
様
々
に

変
わ
っ
た
容
貌
を
見
せ
る
。
前
記
し
た
「
梟
林
漫
筆
」
は
一
か
ら
八
ま
で
の
独
立
し
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た
掌
編
か
ら
な
る
作
品
だ
が
、
そ
の
中
で
全
体
の
半
分
を
占
め
る
最
長
の
八
は
『
百

鬼
園
日
記
帖
』
の
大
正
七
年
八
月
三
十
日
の
記
述
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
つ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
手
法
が
最
も
多
用
さ
れ
た
の
は
、
敗
戦
直
後
の
事
で
あ
り
、
日
記
か
ら
適
宜

抜
粋
さ
れ
た
も
の
が
題
名
を
付
さ
れ
、
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
戦

後
の
百

の
殆
ど
の
著
作
を
校
訂
し
た
平
山
三
郎
の
記
述
に
「
鬼
園
の
琴
所
載
「
八

月
十
五
日
の
涙
」
は
、
終
戦
の
年
の
八
月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
克
明
な
日
記
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
東
京
焼
盡
』
の
そ
の
日
附
の
日
録
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

る
」１
と
あ
る
の
が
象
徴
的
な
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
『
東
京
焼
盡
』
に
至
る
ま
で
の
場

繋
ぎ
と
し
て
小
出
し
に
、
戦
中
の
記
録
を
語
っ
た
と
い
う
認
識
し
か
与
え
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
ま
た
平
山
の
書
く
と
こ
ろ
の
「
ま
っ
た
く
同
じ
」
と
い
う
言
葉
も
語
弊

が
あ
り
、
句
読
点
の
打
ち
方
や
語
句
の
細
か
な
使
用
に
と
ど
ま
ら
な
い
大
き
な
差
す

ら
が
、
こ
れ
ら
単
発
で
発
表
さ
れ
た
日
記
作
品
と
『
東
京
焼
盡
』
の
間
に
は
存
在
す

る
。そ

こ
で
本
論
考
で
は
、
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
単
発
日
記
作
品
と
『
東
京
焼
盡
』
の

異
同
を
示
す
事
で
、
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
の
重
要
性
の
指
摘
及
び
そ
れ
ら
作
品
の

必
然
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
日
記
作
品
の
分
布

日
記
を
引
き
写
し
た
作
品
が
最
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
敗
戦
後
最
初
の

単
行
本
と
な
っ
た
『
新
方
丈
記
』（
昭
和
二
十
二
年
）
で
あ
る
。
本
文
百
二
十
頁
の
薄

い
本
の
う
ち
、
六
割
以
上
が
日
記
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
皮
切
り
と
し
て
、

以
後
『
東
京
焼
盡
』
ま
で
断
続
的
に
日
記
作
品
は
発
表
さ
れ
て
い
く
。

こ
れ
を
発
表
順
に
並
べ
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
括
弧
で
く
く
っ
た
の
は
、

『
東
京
焼
盡
』
で
の
該
当
箇
所
の
日
付
で
あ
る
。

「
灰
燼
」
『
新
潮
』
昭
和
二
十
一
年
二
月
号
（
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
四
〜
二
十
六
日
）

「
新
方
丈
記
」
『
新
潮
』
昭
和
二
十
一
年
五
月
号（
昭
和
二
十
年
月
二
十
六
日
〜
三
十
日
）

「
餓
鬼
道
日
記
」
『
小
説
と
讀
物
』
昭
和
二
十
一
年
八
月
号
（
昭
和
二
十
年
七
月
十

三
、
十
五
、
十
七
、
十
九
日
、
二
十
二
〜
三
十
日
、
八
月
一
日
〜
七
日
、
八
月
十
七
日
）

「
序
に
代
へ
て
」
編
纂
本
『
御
馳
走
帖
』
昭
和
二
十
一
年
九
月
三
十
日
発
行（
七
月

十
三
、
十
五
、
十
七
、
十
九
日
、
二
十
二
〜
二
十
七
日
、
三
十
日
、
八
月
一
日
〜
四
日
）

「
十
六
夜
」
『
べ
ん
が
ら
』
昭
和
二
十
二
年
一
月
号
（
昭
和
二
十
年
一
月
二
十
七
日
）

「
仰
願
寺
蝋
燭
」
『
新
方
丈
記
』
書
き
下
ろ
し
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
一
日
発
行

（
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
六
〜
三
十
日
）

「
雀
」
『
改
造
文
藝
』
昭
和
二
十
四
年
五
月
号
（
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
六
日
）

「
残
月
と
焼
夷
弾
」
『
讀
賣
評
論
』
昭
和
二
十
五
年
二
月
号
（
昭
和
十
九
年
十
二
月

二
十
九
〜
三
十
一
日
、
昭
和
二
十
年
一
月
一
〜
七
日
、
十
日
、
十
一
日
、
四
月
三
十
日
、

五
月
七
日
）

「
八
月
十
五
日
の
涙
」
『
世
界
』
昭
和
二
十
六
年
八
月
号
（
昭
和
二
十
年
八
月
十
〜

十
五
日
）

『
東
京
焼
盡
』
昭
和
三
十
年
四
月
二
十
日
発
行
（
昭
和
十
九
年
十
一
月
一
日
〜
昭
和

二
十
年
八
月
二
十
一
日
）

ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
日
記
抄
録
で
あ
り
、
平
山
三
郎
が
「
ま
っ
た
く
同
じ
」
と
断

言
し
た
「
八
月
十
五
日
の
涙
」
に
し
て
も
、
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
の
玉
音
放
送
の
記
述
が
終
わ
っ
た
後
に
も
、『
東
京
焼
盡
』
で
は
更
に

数
行
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
『
東
京
焼
盡
』
に
は
凡
例
と
言
う
べ
き
「
序
ニ
代
ヘ
ル
心
覺
」
が
冒
頭
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
『
百
鬼
園
日
記
帖
』
に
あ
っ
た
推
敲
等
に
関
す
る
記

載
は
一
切
な
く
、
最
後
に
「
原
稿
ノ
整
理
ニ
就
キ
平
山
三
郎
君
ノ
協
力
ガ
ナ
カ
ツ
タ

ラ
コ
ノ
本
ハ
日
ノ
目
ヲ
見
ナ
カ
ツ
タ
デ
ア
ラ
ウ
」
と
あ
り
、
本
文
が
原
本
自
身
の
引
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き
写
し
で
な
く
取
捨
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。

な
ら
ば
『
東
京
焼
盡
』
の
成
立
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
福
武
書
店
『
新

輯
内
田
百

全
集
』
第
二
十
三
巻
の
「
解
説
」
で
平
山
三
郎
自
身
が
書
い
て
い
る
。

そ
も
そ
も
百

の
日
記
は
当
時
嘱
託
を
勤
め
て
い
た
日
本
郵
船
会
社
の
社
員
手
帖
並

び
に
文
藝
春
秋
社
の
文
藝
手
帖
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
特
に
昭
和
十
九

年
十
一
月
一
日
以
降
の
部
分
を
改
め
て
二
冊
の
大
学
ノ
ー
ト
に
浄
書
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
大
学
ノ
ー
ト
の
「
第
二
册
」
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

昭
和
十
九
年
度
郵
船
會
社
ノ
日
記
手
帖
ヨ
リ
昭
和
十
九
年
十
一
月
十
二
月
及
ビ

ソ
ノ
餘
白
ニ
記
入
シ
タ
ル
昭
和
二
十
年
一
月
ノ
日
記
ヲ
更
メ
テ
コ
ノ
帖
ニ
寫
シ
取

ル
　
昨
年
末
以
来
ノ
日
記
ヲ
假
リ
ニ
空
襲
日
記
ト
云
フ
ツ
モ
リ
ニ
テ
纏
メ
テ
見
ル

ト
ス
レ
バ
昭
和
十
九
年
十
一
月
一
日
ヲ
以
テ
皮
切
リ
ト
ス
レ
バ
ナ
リ
　
昭
和
二
十

年
六
月
六
日
記

な
お
、
そ
れ
以
前
に
関
し
て
は
、
こ
の
大
学
ノ
ー
ト
に
写
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
で
は
、
何
故
に
こ
の
ノ
ー
ト
が
「
第
二
册
」
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、

「
第
一
册
」
の
記
述
が
関
与
し
て
い
る
。「
第
一
册
」
は
昭
和
二
十
年
二
月
一
日
に
は

じ
ま
る
の
だ
が
、
そ
の
巻
首
に
は
『
東
京
焼
盡
』
に
入
っ
て
い
な
い
文
章
が
お
さ
め

ら
れ
て
い
る
。２

昭
和
二
十
年
　
二
月
四
日
立
春
ヨ
リ
ツ
ケ
始
メ
ル
　
二
月
一
日
木
　
十
八
夜
　
今

年
ハ
郵
船
會
社
ノ
日
記
ノ
手
帖
ガ
未
ダ
出
來
テ
ナ
イ
カ
ラ
去
年
ノ
手
帖
ノ
仕
舞
ノ

方
ニ
ツ
イ
テ
ヰ
ル
碁
盤
罫
ノ
所
ヲ
使
ツ
テ
ヰ
タ
ガ
到
頭
一
月
中
ハ
ソ
レ
デ
ス
ン
デ

未
ダ
新
シ
イ
ノ
ハ
出
來
ナ
イ

〔
…
…
〕

大
橋
ガ
イ
ツ
カ
昔
ニ
文
房
堂
デ
買
ツ
タ

竪
罫
ノ
ノ
ー
ト
ブ
ツ
ク
ガ
何
册
カ
ア
ル
カ
ラ
ヤ
ラ
ウ
カ
ト
云
ツ
タ
ノ
ヲ
思
ヒ
出
シ

ソ
レ
ヲ
貰
ツ
テ
今
年
ノ
日
記
帳
ニ
ス
ル
事
ニ
キ
メ
タ
　
コ
ノ
帳
面
ガ
ソ
レ
デ
ア
ル

こ
の
二
冊
の
ノ
ー
ト
の
日
付
に
つ
い
て
は
、
百

自
体
が
書
き
残
し
た
備
忘
が
あ

る
。３

第
一
冊
　
二
十
年
二
月
一
日
ヨ
リ

仝
　
　
七
月
四
日
マ
デ

第
二
冊
　
十
九
年
十
一
月
一
日
ヨ
リ

二
十
年
一
月
三
十
一
日
マ
デ
（p.35

）

仝
　
　
七
月
五
日
ヨ
リ
　
　
（p.36

ヨ
リ
）

仝
　
　
歳
末
マ
デ

ツ
マ
リ
右
二
冊
ニ
テ

十
九
年
十
一
月
一
日
ヨ
リ
二
十
年
歳
末
マ
デ

つ
ま
り
、
昭
和
二
十
年
二
月
ま
で
は
あ
く
ま
で
個
人
的
な
記
録
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
日
記
が
、
六
月
六
日
ま
で
の
間
に
第
三
者
に
触
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
一
つ
の

形
に
纏
め
る
こ
と
が
決
意
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
結
果
と
し
て
日
付
が
錯
綜
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
原
本
で
の
『
東
京
焼
盡
』
の
異
本
関
係
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
）

日
本
郵
船
会
社
の
社
員
手
帖
並
び
に
文
藝
春
秋
社
の
文
藝
手
帖
　
昭
和
十

九
年
十
一
月
一
日
〜
昭
和
二
十
年
一
月
三
十
一
日

（
二
）

二
冊
の
大
学
ノ
ー
ト
　
昭
和
十
九
年
十
一
月
一
日
〜
昭
和
二
十
年
八
月
二

十
一
日

そ
し
て
「
序
ニ
代
ヘ
ル
心
覺
」
に
あ
っ
た
様
に
、
こ
の
本
の
刊
行
に
は
平
山
三
郎

が
深
く
関
与
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
東
京
焼
盡
』
は
少
な
く
と
も
昭
和
二
十
二
年

の
段
階
で
、
刊
行
の
意
図
が
か
な
り
明
確
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
田
百
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の
単
行
本
に
は
、
末
尾
に
必
ず
著
作
目
録
が
つ
い
て
お
り
、
初
版
の
『
新
方
丈
記
』

に
は
、
そ
の
最
終
行
に
「
昭
和
二
十
一
年
以
降
刊
行
目
録
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

『
新
方
丈
記
』
に
並
ん
で
『
番
町
の
空
』
と
い
う
名
前
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

『
番
町
の
空
』
は
、
い
く
つ
か
あ
っ
た
『
東
京
焼
盡
』
の
候
補
名
の
一
つ
で
あ
る
。

日
記
は
全
て
片
仮
名
書
き
で
、
お
ま
け
に
句
読
点
が
省
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
平
仮

名
に
な
お
し
、
句
読
点
を
配
置
、
必
要
に
よ
っ
て
は
改
行
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
加
え
て
昭
和
二
十
二
年
で
は
、
空
襲
の
日
々
も
ま
だ
目
前
の
記
憶
で
あ
り
、

色
々
と
差
し
障
り
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
日
記
帖
の
記
述
は
整
理
推
敲

が
行
わ
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
仕
事
が
遅
々
と
し
て
は
か
ど
ら
ず
、

つ
い
に
は
諦
め
ら
れ
る
事
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
空
襲
日
記
の
刊
行
へ
の
熱
意
ま
で

も
が
う
し
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、
戦

後
の
百

の
殆
ど
の
著
作
の
校
訂
を
行
っ
て
い
た
平
山
三
郎
で
あ
っ
た
。
百

は
原

本
の
平
仮
名
化
を
託
す
事
に
な
る
。
こ
れ
が
実
際
に
ど
の
時
期
か
は
、
は
っ
き
り
と

し
た
日
付
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
第
三
十
六
章
、
昭
和
二
十
年
五
月
九
日
ま

で
は
終
了
し
て
い
て
、
渡
さ
れ
た
原
稿
用
紙
の
余
白
に
、

二
十
六
年
十
一
月
三
日
ヨ
リ
續
稿

原
稿
ノ
體
裁
ヲ
從
前
ノ
分
ト
照
合
ス
ル
要
ア
リ

長
ラ
ク
中
絶
シ
タ
ノ
デ
前
ノ
方
ノ
書
キ
方
ヲ
忘
レ
タ

と
い
う
走
り
書
き
が
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。４
更
に
平
山
三
郎
が
「
暮
の
休
み

に
急
い
で
仕
上
げ
た
」
と
発
言
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
二
十
七
年
か
二
十
八
年
の
後

半
の
事
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
二
十
六
年
で
は
ま
だ
自
ら
原
稿
に
向
か
う
意

志
を
見
せ
て
い
る
し
、
二
十
九
年
で
は
も
と
も
と
『
番
町
の
空
』
は
文
藝
春
秋
社
か

ら
刊
行
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
講
談
社
に
変
わ
っ
て
い
る
事
か
ら
も
、
二
十
九
年

の
暮
れ
に
整
理
を
し
て
、
百

自
身
に
よ
る
推
敲
訂
正
を
加
え
て
出
版
社
を
探
す
と

い
う
物
理
的
な
時
間
に
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
平
山
三
郎
の
手
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
原
稿
が
、
再
び
百

に
戻
り
最

終
的
な
形
に
纏
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
際
、
平
山
が
百

の
続
き
か
ら

整
理
を
行
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
改
め
て
最
初
か
ら
は
じ
め
た
の
か
、
そ
の
辺
り
の

事
情
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
こ
で
新
た
に
三
種
類
の
稿
本
が

発
生
す
る
事
に
な
る
。

（
三
）

百

自
身
が
ノ
ー
ト
か
ら
原
稿
用
紙
に
お
こ
し
た
原
稿
　
昭
和
十
九
年
十

一
月
一
日
〜
昭
和
二
十
年
五
月
九
日

（
四
）

平
山
三
郎
の
手
に
よ
っ
て
ノ
ー
ト
か
ら
原
稿
用
紙
に
お
こ
さ
れ
た
原
稿

（
五
）
（
四
）
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
原
稿

以
上
の
よ
う
な
時
間
と
手
間
を
か
け
て
『
東
京
焼
盡
』
は
刊
行
さ
れ
た
。「
原
稿

ノ
整
理
ニ
就
キ
平
山
三
郎
君
ノ
協
力
ガ
ナ
カ
ツ
タ
ラ
コ
ノ
本
ハ
日
ノ
目
ヲ
見
ナ
カ
ツ

タ
デ
ア
ラ
ウ
」
と
述
べ
る
由
縁
で
あ
る
。

二
　
検
証
作
品
に
つ
い
て

本
論
考
に
お
い
て
は
、「
雀
」
と
『
東
京
焼
盡
』
の
該
当
す
る
日
付
の
文
章
の
差

違
を
検
証
し
た
い
と
考
え
る
。
数
あ
る
作
品
の
中
で
、
こ
の
「
雀
」
を
選
択
す
る
の

に
も
理
由
が
あ
る
。

ま
ず
他
の
各
編
が
数
日
に
渡
る
記
述
な
の
に
対
し
て
、
一
日
の
出
来
事
を
抽
出
し

て
い
る
点
。
そ
れ
と
殆
ど
の
作
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
に
あ
わ
せ
て
抄
録
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
に
、
ほ
ぼ
『
東
京
焼
盡
』
と
同
量
の
枚
数
が
割
か
れ
て
い
る
点
。
こ

の
二
点
を
満
た
し
て
い
る
の
は
「
雀
」
を
お
い
て
他
な
く
、
百

の
日
記
作
品
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
取
り
出
す
の
に
適
し
て
い
る
と
い
う
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
戦

770
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争
を
挟
ん
で
、
一
年
の
間
筆
を
断
っ
た
時
期
を
と
り
、
一
つ
の
変
化
が
戦
後
の
百

の
文
章
に
は
現
れ
る
事
に
な
る
。
詳
細
は
後
に
譲
り
た
い
が
、
こ
の
変
化
を
眺
め
る

の
に
も
、「
雀
」
は
非
常
に
相
応
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
以
下
、
実
際
に
こ
の
二
者
の
差
を
見
て
い
き
た
い
。
文
末
の
表
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
　
「
雀
」
と
『
東
京
焼
盡
』
の
差
違

『
新
方
丈
記
』
上
梓
直
後
の
昭
和
二
十
二
年
当
時
に
お
い
て
、
百

の
中
で
は

『
東
京
焼
盡
』
刊
行
の
意
志
が
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
は
述
べ
た
。
つ
ま
り
、

少
な
く
と
も
そ
れ
以
後
の
日
記
作
品
に
つ
い
て
は
、
重
複
す
る
こ
と
も
厭
わ
ず
敢
え

て
発
表
す
る
事
に
百

自
身
が
何
ら
か
の
意
図
を
画
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
に
『
東
京
焼
盡
』
の
原
稿
整
理
が
思
わ
し
く
な
く
、
単
行
本
化
を
諦
め
た
期
間

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
埋
め
草
と
し
て
日
記
作
品
が
書
か
れ
た
と
は
考
え
づ
ら

い
。
こ
れ
も
前
に
引
い
た
覚
書
が
昭
和
二
十
六
年
六
月
に
書
か
れ
て
お
り
、「
八
月

十
五
日
の
涙
」
ま
で
の
作
品
は
こ
の
執
筆
期
間
に
あ
た
る
事
と
、「
八
月
十
五
日
の

涙
」
に
し
て
も
覚
書
の
日
付
と
近
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
類
推
さ
れ
る
。

で
は
「
雀
」
に
よ
っ
て
言
お
う
と
し
て
い
た
事
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
事
象
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
雀
」
と
『
東
京
焼
盡
』
の
間
の
相
違
点
で
最
も
数
が
多
い
も
の
は
、
句
読
点
の

有
無
も
し
く
は
そ
の
場
所
の
違
い
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
原
本
で
あ
る
手

帖
も
し
く
は
大
学
ノ
ー
ト
へ
の
記
入
の
時
点
で
、
句
読
点
を
省
い
て
い
た
こ
と
か
ら

起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
段
落
変
え
の
違
い
も
同
様
に
説
明
さ
れ
得
る
。
こ
れ
ら
は
文

章
上
の
差
と
し
て
は
決
し
て
大
き
な
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
二
者
が
書
か
れ
る
に

あ
た
っ
て
単
純
な
引
き
写
し
を
も
っ
て
終
了
さ
れ
て
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
傍
証
と

な
る
だ
ろ
う
。

次
い
で
多
い
の
は
、
て
に
を
は
及
び
語
幹
、
漢
字
と
平
仮
名
、
単
純
な
修
飾
の
相

違
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
文
章
の
見
た
目
や
口
に
し
た
際
の
聞
こ
え
方
と
い

っ
た
百

の
美
的
感
覚
の
発
露
と
考
え
ら
れ
る
。

比
較
的
細
か
な
違
い
は
以
上
の
二
点
で
ほ
と
ん
ど
説
明
が
つ
く
。
な
ら
ば
大
き
く

異
な
る
部
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
こ
れ
ら
も
大
部
分
が
二
つ
の
理
由
か
ら
の
変

更
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
は
文
章
の
長
さ
に
よ
る
説
明
の
言
辞
と
レ
ト
リ
ッ
ク
の
多
寡
。「
雀
」
の
冒

頭
で
あ
る
百
四
十
一
頁
二
行
目
以
降
の
「
四
年
前
の
昭
和
二
十
年
…
…
」
に
顕
著
な

よ
う
に
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
『
東
京
焼
盡
』
で
あ
れ
ば
不

要
な
説
明
的
な
文
章
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
百
四
十
二
頁
十
二
行
目

の
「
玄
關
の
土
間
の
た
た
き
に
續
い
た
」
や
百
四
十
三
頁
十
四
行
目
の
「
お
粥
は
い

よ
い
よ
薄
く
な
る
可
し
」
な
ど
が
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。
百
四
十
二
頁
十
二
行
目
の

「
大
雪
の
為
に
」
以
下
は
、
二
者
間
で
最
も
大
き
な
変
動
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
で
あ

る
。
文
章
は
前
後
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
レ
ト
リ
ッ
ク
が
増
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
標
題

の
「
雀
」
か
ら
し
て
い
た
し
か
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
違
い
は
百
四
十

三
頁
十
行
目
の
「
二
羽
が
後
先
に
な
つ
て
、
向
う
の
家
の
雪
の
積
も
つ
た
屋
根
を
越

し
て
行
つ
た
と
家
内
が
云
つ
た
」
に
も
当
て
は
ま
る
。
以
上
は
冒
頭
の
明
ら
か
な
も

の
を
除
い
て
は
、「
雀
」
の
た
め
に
付
加
さ
れ
た
も
の
か
、
ま
た
は
『
東
京
焼
盡
』

で
は
文
章
が
く
ど
く
な
る
た
め
に
省
か
れ
た
も
の
か
明
確
に
区
別
す
る
事
は
出
来
な

い
。も

う
一
つ
は
時
局
的
な
状
勢
判
断
か
ら
の
変
更
で
あ
る
。「
雀
」
の
発
表
さ
れ
た

昭
和
二
十
四
年
に
は
ま
だ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
存
在
し
て
お
り
、『
東
京
焼
盡
』
の
七
十
頁
十

行
目
「
敵
の
機
動
部
隊
」
の
「
敵
」
と
い
う
文
字
が
許
さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。

ま
た
敗
戦
か
ら
あ
ま
り
日
も
経
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
も
あ
り
、
個
人
的
に
近
し
い

人
の
名
前
を
挙
げ
る
事
も
避
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
七
十
一
頁
十
一
行
目
で
「
晦

日
二
十
八
日
に
な
れ
ば
美
野
の
所
に
配
給
あ
る
由
」
と
、
娘
の
住
む
地
域
で
の
配
給
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が
あ
る
旨
書
か
れ
て
い
る
の
が
、「
雀
」
で
は
「
よ
そ
の
」
と
変
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
同
頁
十
三
行
目
か
ら
の
「
先
日
中
は
古
日
の
配
慮
に
て
…
…
」
の
一
文
が
「
雀
」

で
は
ぽ
っ
か
り
削
除
さ
れ
て
い
る
の
も
、
親
交
の
あ
っ
た
俳
人
大
橋
古
日
の
名
前
が

あ
る
点
と
、
会
社
か
ら
正
当
と
は
い
え
な
い
手
段
で
米
を
借
り
て
い
た
点
が
公
に
な

れ
ば
他
人
に
累
が
及
ぶ
事
を
警
戒
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に

「
雀
」
で
の
変
更
と
考
え
ら
れ
る
。

と
、
以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と
、「
雀
」

と
『
東
京
焼
盡
』
の
間
で
、
上
記
の
も
の
か
ら
逸
脱
す
る
の
は
た
っ
た
一
ヶ
所
を
残

す
の
み
と
な
る
。
即
ち
、
百
四
十
三
頁
五
行
目
の
「
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
る
と
…
…
」
か

ら
は
じ
ま
る
、
捕
ら
え
た
雀
を
晩
飯
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
と
ふ
と
涙
ぐ
ん
で
し

ま
う
場
面
で
あ
る
。

四
　
「
雀
」
の
涙

正
確
に
い
う
な
ら
、
こ
の
「
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
る
と
」
以
後
の
文
章
も
レ
ト
リ
ッ
ク

の
増
強
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
違
い
な
い
。
た
だ
、
百

自
身
の
行
動
及
び
感
情
吐

露
に
お
け
る
文
章
の
相
違
が
、
こ
こ
に
し
か
な
い
と
い
う
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ

が
涙
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。涙

は
百

の
文
章
に
お
い
て
初
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
通
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
対
象
で
あ
る
。

『
百
鬼
園
日
記
帖
』
の
大
正
六
年
十
月
二
十
日
の
記
述
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

今
私
の
書
き
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
の
は
、
一
、
私
の
心
の
中
の
神
秘
を
か
く
。

佛
心
寺
の
玄
關
、
た
よ
を
材
料
に
し
た
小
説
。
二
、
私
の
人
間
性
の
記
録
、「
久

吉
に
與
ふ
」
な
ど
。
三
、
社
会
生
活
の
記
録
、
い
つ
か
書
き
か
け
て
止
め
た
エ
ク

ツ
エ
ー
マ
の
様
な
も
の
及
び
特
に
士
官
学
校
の
私
。〔
…
…
〕
神
秘
は
恐
ろ
し
き

心
で
書
く
。
人
間
性
の
記
録
は
涙
を
つ
ら
ね
る
結
果
に
終
る
だ
ら
う
。
社
会
生
活

の
歴
史
は
自
分
に
対
す
る
憫
笑
と
人
に
か
く
れ
て
す
る
た
ち
の
悪
い
嘲
笑
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、「
私
の
心
の
中
の
神
秘
」
は
「
恐
ろ
し
き
心
で
書
く
」
と
あ
る

よ
う
に
、「
恐
ろ
し
い
」
と
い
う
形
容
が
連
呼
さ
れ
る
『
冥
途
』（
大
正
十
一
年
）
や

『
旅
順
入
城
式
』（
昭
和
九
年
）
に
代
表
さ
れ
る
創
作
作
品
に
よ
っ
て
、「
士
官
学
校
の

私
」
を
例
に
挙
げ
る
「
社
会
生
活
の
記
録
」
は
終
生
に
渡
り
執
筆
さ
れ
た
随
筆
作
品

と
い
う
形
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
果
た
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
計
画
が
必
ず
し
も

破
棄
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
け
れ
ど
も
、「
涙
を
つ
ら
ね
る

結
果
に
終
る
」
と
予
言
さ
れ
た
「
人
間
性
の
記
録
」
は
、
結
果
か
ら
先
に
い
う
な
ら

ば
、
つ
い
に
満
足
な
形
で
発
表
さ
れ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

涙
が
流
さ
れ
る
べ
き
作
品
と
し
て
の
「
人
間
性
の
記
録
」
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
日
記
帖
に
依
る
他
は
な
い
。
そ
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
の
は
、
作
品
名
ら
し
き
「
久
吉
に
與
ふ
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉

が
登
場
す
る
の
は
、
あ
と
一
ヶ
所
、
大
正
六
年
九
月
二
十
七
日
の
部
分
で
あ
る
。

此
頃
自
然
を
憧
憬
す
る
心
が
蘇
つ
て
來
た
。
き
り
ご
の
聲
程
私
の
心
に
秋
意
を

そ
そ
る
も
の
は
な
い
。
ど
こ
か
へ
旅
行
し
た
い
。
三
日
か
一
週
間
ぐ
ら
ゐ
、
音
の

し
な
い
、
空
の
見
え
る
、
風
の
吹
か
な
い
宿
屋
の
離
れ
か
二
階
座
敷
に
暮
ら
し
度

い
。
さ
う
し
て
私
は
晝
も
夜
も
靜
か
に
此
帖
を
書
き
た
い
。「
久
吉
に
與
ふ
」「
お

父
さ
ん
の
俤
を
見
る
」「
佛
心
寺
の
玄
關
の
死
神
」「
石
ノ
卷
の
藝
者
」
な
ど
が
書

き
度
い
。
又
町
子
へ
の
遺
言
も
書
き
度
い
。

「
此
帖
」
と
は
即
ち
日
記
帖
の
事
で
あ
る
。
大
正
六
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
つ
け
ら
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れ
は
じ
め
た
こ
の
日
記
に
は
、
冒
頭
に
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

心
の
表
を
通
り
過
ぎ
る
印
象
、
心
の
底
か
ら
消
え
て
行
く
記
憶
を
此
帳
面
に
殘
す
。

此
頃
の
取
り
と
め
の
な
い
死
の
不
安
（
考
へ
て
ゐ
る
内
に
此
文
句
を
書
く
の
が
恐
し

い
、
い
や
な
気
が
し
た
）
が
腹
の
底
で
此
帳
面
を
書
け
と
云
つ
た
ら
し
い
。
死
ん
だ

後
に
妻
に
丈
で
も
何
物
か
を
殘
し
た
い
。
し
か
し
夫
が
何
に
な
ら
う
。
ま
だ
死
と

い
ふ
も
の
を
ほ
ん
と
に
考
へ
て
ゐ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
又
創
作
の
心

覺
え
に
し
よ
う
と
も
考
へ
た
。
こ
れ
は
眞
面
目
で
あ
り
役
に
た
つ
。

大
正
六
年
頃
の
百

は
絶
え
ず
死
の
恐
怖
と
向
か
い
合
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ

は
お
そ
ら
く
前
年
の
大
正
五
年
十
二
月
の
師
夏
目
漱
石
の
死
を
目
に
し
て
以
来
の
恐

怖
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
ま
け
に
百

は
喘
息
や
心
因
性
の
不
整
脈
を
患
っ
て

お
り
、
こ
の
不
安
は
決
し
て
妄
想
と
言
い
切
れ
な
い
切
迫
感
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
考

え
ら
れ
た
の
が
妻
に
あ
て
て
の
遺
書
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
並
列
さ
れ
て
い
る

「
久
吉
に
與
ふ
」
以
下
の
作
品
で
あ
っ
た
。
久
吉
と
は
長
男
の
名
前
で
あ
り
、「
久
吉

に
與
ふ
」
と
は
妻
へ
の
も
の
と
同
様
の
子
供
に
あ
て
た
遺
言
の
代
わ
り
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

日
記
、
大
正
六
年
十
二
月
十
日
部
。

私
は
子
供
を
生
ん
だ
。
そ
の
為
に
私
は
結
婚
前
よ
り
も
一
層
死
を
怖
れ
る
様
に

な
つ
て
來
た
。
さ
う
し
て
今
は
、
私
は
子
供
を
生
ん
で
ゐ
る
、
そ
れ
故
に
私
は
運

命
の
都
合
に
よ
つ
て
は
死
ん
で
も
い
い
気
が
し
出
し
た
。「
子
供
に
よ
つ
て
不
死
」

な
る
事
は
親
が
死
ん
だ
後
に
初
め
て
大
事
な
事
実
に
な
る
。

創
作
小
説
の
「
私
の
心
の
中
の
神
秘
」
に
随
筆
作
品
の
「
社
会
生
活
の
記
録
」、

こ
れ
ら
を
除
け
ば
、
後
に
残
る
も
の
は
内
田
栄
造
と
し
て
の
生
い
立
ち
及
び
日
常
生

活
の
上
で
の
「
心
の
表
を
通
り
過
ぎ
る
印
象
」
と
い
う
事
に
な
る
。
つ
ま
り
百

に

と
っ
て
の
「
人
間
性
の
記
録
」
と
は
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
に
出
会
っ
た
事
象
に

つ
い
て
自
ら
が
ど
う
感
じ
ど
う
思
っ
た
か
の
記
録
で
あ
り
、
妻
に
残
す
遺
書
と
同
様

に
子
供
に
向
け
て
自
分
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
保
証
し
、
同
時
に
自
分
の
存
在
を
後

世
に
ま
で
刻
み
込
む
た
め
の
装
置
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
記
録
は
遂
に
書
か
れ
ず
に
終
わ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
取
り
敢
え
ず
こ
こ

で
は
、
経
済
的
な
窮
迫
と
長
男
久
吉
の
急
逝
を
挙
げ
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
そ
れ
で

も
流
さ
れ
た
涙
は
、
そ
れ
ら
の
記
録
の
残
滓
で
あ
っ
た
。

百

の
最
初
の
文
集
で
あ
り
創
作
集
で
あ
る
『
冥
途
』
に
は
泣
く
場
面
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
目
に
う
っ
す
ら
と
た
め
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
涙
を
ぽ
ろ

ぽ
ろ
と
こ
ぼ
し
て
泣
く
の
で
あ
る
。
特
に
文
中
の
視
点
保
有
人
物
で
あ
る
「
私
」
が

そ
の
よ
う
に
涙
を
流
す
場
面
が
あ
る
の
は
、
全
十
八
作
品
中
九
作
品
に
も
及
ぶ
。
と

こ
ろ
が
第
二
作
品
集
の
『
旅
順
入
城
式
』
に
な
る
と
、
こ
の
数
が
急
激
に
減
少
し
、

全
二
十
九
作
品
中
わ
ず
か
三
作
品
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
冥

途
』
刊
行
の
大
正
十
一
年
に
は
、
ま
だ
「
人
間
性
の
記
録
」
を
残
す
意
志
が
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
そ
の
後
急
速
に
冷
め
て
い
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
代
わ
り
に
登
場

す
る
の
が
、
涙
が
こ
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
描
写
で
あ
る
。

私
は
何
だ
か
考
へ
込
む
様
な
気
持
に
な
つ
て
、
得
体
の
知
れ
な
い
涙
が
目
の
奥

の
方
に
溜
ま
つ
て
来
た
。
す
る
と
、
じ
め
じ
め
し
た
土
間
の
四
隅
か
ら
、
真
黒
な

ど
ろ
ど
ろ
し
た
も
の
が
盛
り
上
が
る
様
に
な
つ
て
流
れ
出
し
た
。
さ
う
し
て
そ
の

ど
ろ
ど
ろ
し
た
も
の
の
中
に
、
彼
方
此
方
に
、
幾
つ
も
幾
つ
も
巡
査
の
目
が
溶
け

込
ん
で
、
上
つ
面
に
覗
い
て
ゐ
る
も
の
も
あ
り
、
底
の
方
か
ら
光
つ
て
ゐ
る
も
の

も
あ
つ
た
。（「
女
出
入
」）
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こ
の
種
の
描
写
は
『
冥
途
』
に
は
見
ら
れ
ず
、『
旅
順
入
城
式
』
に
な
っ
て
突
如

と
し
て
姿
を
現
す
も
の
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
百

が
家
族
に
対
し
て
遺
す
べ
く
思
っ

て
い
た
「
人
間
性
の
記
録
」
を
放
棄
し
よ
う
と
し
た
過
程
が
、
こ
の
涙
の
喪
失
で
表

さ
れ
る
。
そ
し
て
『
旅
順
入
城
式
』
以
降
、「
こ
ら
え
る
」
と
い
う
行
動
も
含
め
て

百

の
「
私
」
の
目
か
ら
涙
は
ぱ
た
り
と
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
俄
に
回
復
さ
れ
る
の
が
戦
後
の
『
ノ
ラ
や
』
以
降
で
あ
る
。
飼
い
猫
で
あ

る
ノ
ラ
が
あ
る
日
突
然
失
踪
し
、
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
半
年
の
間
を
日
記
の
記
述

を
主
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。「
ノ
ラ
や
」「
ノ
ラ
や
ノ
ラ
や
」「
ノ
ラ
に
降
る

村
し
ぐ
れ
」「
千
丁
の
柳
」
の
四
作
で
四
十
ヶ
所
に
も
の
ぼ
る
涙
の
場
面
を
記
し
て

い
る
。
そ
の
涙
の
流
し
方
も
旅
か
ら
帰
り
未
だ
戻
ら
ぬ
ノ
ラ
に
涙
す
る
「
千
丁
の
柳
」

の
末
尾
で
は
「
沓
脱
ぎ
に
腰
を
掛
け
た
儘
、
上
に
も
上
が
ら
ず
泣
き
崩
れ
た
」
と

『
冥
途
』
に
見
ら
れ
た
他
者
を
憚
ら
な
い
大
粒
の
涙
が
復
活
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の

ノ
ラ
に
ま
つ
わ
る
涙
が
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
百

死
後
の
座
談
会

で
平
山
三
郎
は
「
あ
の
猫
は
と
く
べ
つ
可
愛
が
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
私

な
ど
も
、
は
じ
め
は
そ
ん
な
重
大
事
件
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
」５
と
語
る
。

こ
れ
が
歳
経
て
の
感
懐
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ひ
と
ま
ず
今
は
関
係
が
な
い
。
問
題

は
近
し
い
存
在
で
あ
っ
た
平
山
な
ど
に
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
か
っ
た
自
ら
の
思
い

を
、
涙
に
変
え
て
語
り
は
じ
め
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
の
放
棄
さ
れ
た

「
人
間
性
の
記
録
」
に
似
通
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

何
故
こ
の
時
期
に
な
っ
て
再
び
こ
の
涙
が
復
活
し
て
き
た
の
か
。
そ
れ
は
ひ
と
え

に
平
山
三
郎
に
代
表
さ
れ
る
百

を
囲
む
人
々
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え

る
。
法
政
大
学
の
教
授
時
代
の
生
徒
を
含
め
て
、
百

を
中
心
と
し
た
師
弟
関
係
に

は
独
特
な
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
川
村
二
郎
が
「
百

の
場
合
に
は
、

友
達
と
か
お
弟
子
さ
ん
と
い
っ
た
、
彼
に
と
っ
て
親
し
み
の
持
て
る
人
々
は
、
客
観

的
に
言
え
ば
疑
似
家
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
主
観
的
に
は
、
本
当

に
家
族
同
様
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」６
と
語
っ
て
い
る
。「
人
間
性
の
記
録
」
は

家
族
に
対
し
て
、
自
ら
の
思
っ
た
事
を
遺
す
た
め
に
書
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
初
期
の
文
章
か
ら
は
、
実
際
の
家
庭
崩
壊
か
ら
そ
の
部
分
は
喪
失
さ
れ

る
。
だ
が
、
学
生
で
あ
っ
た
人
々
と
の
関
わ
り
は
、
そ
う
し
た
家
庭
不
和
の
後
に
築

か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
平
山
三
郎
な
ど
の
文
章
に
惹
か
れ
て
や
っ
て
来
た

者
に
は
、
作
家
と
し
て
成
っ
た
以
前
は
必
ず
し
も
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
で

は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
百

の
文
章
に
は
法
政
大
学
時
代
の
学
生
の
名
前
は

頻
繁
に
登
場
す
る
の
に
、
家
庭
不
和
以
前
の
陸
軍
士
官
学
校
、
海
軍
機
関
学
校
時
代

の
生
徒
は
滅
多
に
出
さ
れ
る
事
が
な
い
。
そ
し
て
日
記
帖
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

『
冥
途
』
前
後
の
百

は
自
ら
の
死
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
こ
の
死
の
思
い
が
復

活
し
た
契
機
こ
そ
が
、
太
平
洋
戦
争
の
空
襲
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
、

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
深
夜
か
ら
翌
二
十
六
日
未
明
の
空
襲
に
よ
っ
て
家
を
焼

け
出
さ
れ
て
い
る
。『
東
京
焼
盡
』
の
「
序
ニ
代
ヘ
ル
心
覺
」
に
も
「
ア
ノ
時
ヨ
ク

死
ナ
ナ
カ
ツ
タ
ト
思
フ
」
と
い
う
一
文
が
挿
ま
れ
て
い
る
。
敗
戦
を
迎
え
て
も
明
治

二
十
二
年
生
ま
れ
の
百

は
、
既
に
老
境
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
た
。『
百
鬼
園
日

記
帖
』
の
当
時
と
は
異
な
り
、
そ
れ
を
払
い
除
け
る
の
も
不
自
然
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。そ

し
て
「
雀
」
の
発
表
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
。
還
暦
の
年
で
あ
る
。
五
月

二
十
九
日
に
鉄
道
ホ
テ
ル
で
華
甲
の
祝
宴
が
開
か
れ
て
い
る
。
雑
誌
『
改
造
文
藝
』

に
掲
載
さ
れ
た
の
も
五
月
号
で
あ
る
。
再
び
生
ま
れ
直
す
還
暦
の
宴
の
中
、「
子
供

に
よ
つ
て
不
死
」
を
再
び
体
現
す
べ
く
「
人
間
性
の
記
録
」
を
つ
け
よ
う
と
試
み
る

百

。
幸
い
に
し
て
周
囲
に
は
子
供
と
等
し
い
昔
の
生
徒
や
文
章
の
心
酔
者
が
多
く

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
涙
は
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
、「
雀
」
で
は
最
終
的
に
は
涙
は
流
さ
れ
て
い
な
い
。「
ふ
つ
と
涙
が
こ
ぼ

れ
さ
う
に
な
つ
た
」。
こ
れ
で
は
そ
れ
ま
で
の
こ
ら
え
ら
れ
た
涙
と
変
わ
る
と
こ
ろ

が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
改
造
文
藝
』
昭
和
二
十
四
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
の
は

「
雀
」
一
編
で
は
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
「
目
白
落
鳥
」
と
い
う
作
品
が
収
録
さ
れ
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て
い
る
。
先
程
書
い
た
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
の
空
襲
で
家
財
の
ほ
と
ん
ど
を

失
っ
た
際
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ
お
お
せ
た
中
、
と
も
に
疎
開
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
数
少
な
い
持
ち
出
し
。
そ
の
中
に
一
羽
の
目
白
が
い
た
。「
目
白
落
鳥
」
は

そ
の
目
白
が
死
ぬ
ま
で
を
綴
っ
た
文
章
で
あ
る
。

今
朝
か
ら
い
よ
い
よ
元
氣
な
く
、
顔
が
き
た
な
く
な
つ
た
様
だ
と
云
つ
て
ゐ
た

ら
、
到
頭
私
の
手
の
中
で
死
ん
だ
。
小
さ
な
頭
を
指
先
で
撫
で
て
や
り
、
い
つ
迄

も
涙
止
ま
ら
ず
。

同
時
に
こ
の
涙
は
百

の
戦
後
文
章
の
中
で
「
私
」
が
初
め
て
流
す
涙
で
も
あ
る
。

雀
や
目
白
と
い
う
小
さ
な
命
に
対
す
る
個
人
的
な
思
い
か
ら
浮
か
ぶ
涙
。
そ
れ
は

百

に
と
っ
て
は
逆
の
道
筋
を
た
ど
り
、
目
一
杯
に
た
め
ら
れ
た
後
で
、
お
も
む
ろ

に
解
放
さ
れ
る
。
年
齢
的
に
も
死
と
向
き
合
い
つ
つ
書
く
た
め
に
は
、
遺
す
と
い
う

形
で
し
か
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
自
ら
の
文
章
を
校
訂
す
る
外
部
の
目
と
し
て
の
平
山

三
郎
の
よ
う
な
人
物
が
必
要
で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
『
百
鬼
園
日
記
帖
』
と
は
異
な
る
意
味
で
の
「
人
間
性
の
記
録
」
を
書

き
連
ね
る
た
め
に
必
要
な
準
備
と
し
て
、
涙
が
流
れ
る
筋
道
は
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
「
雀
」
は
選
ば
れ
、
そ
の
た
め
に
あ
の
涙
に
関
す
る

部
分
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
雀
」
の
涙
は
外
部
か
ら
は
感
知
で
き
な
い
ほ
ど
に
わ
ず
か
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ

た
が
、
戦
後
に
お
い
て
も
百

が
作
家
で
あ
る
こ
と
を
示
す
咆
吼
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

注１：

平
山
三
郎
『
実
歴
阿
房
列
車
先
生
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
年
）

２：

『
新
輯
内
田
百

全
集
』
第
二
十
三
巻
（
福
武
書
店
、
昭
和
六
十
三
年
）
平
山
三
郎

「
解
説
」
内
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

３：

同
書
。

４：

同
書
。

５：

高
橋
義
孝
、
平
山
三
郎
、
小
林
博
「
阿
房
列
車
、
冥
途
へ
旅
立
つ
」（『
噂
』
昭
和

四
十
六
年
八
月
号
）

６：

川
村
二
郎
、
種
村
季
弘
「
明
晰
な
る
精
神
薄
弱
　
あ
る
い
は
百

に
お
け
る
〈
自

我
〉」（『
ユ
リ
イ
カ
』
昭
和
五
十
九
年
二
月
号
）

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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九

「
雀
」
の
涙



《
表：

「
雀
」
と
『
東
京
焼
盡
』
の
差
違
》

776

一
〇

69

十
二

二
月
二
十
六
日
月
曜
日
。
郵
船
不
出
社
。
大
雪
の
翌
日
に
て
省
線

電
車
心
許
な
く
、
行
く
事
は
行
か
れ
て
も
帰
り
が
心
配
だ
か
ら
見

合
は
せ
た

十
三

よ
り
も
も
っ
と
　
四
十
年
振
り
と
か
の
大
雪

十
五

来
襲
機
は
午
後
の
　
に
し
て
宮
内
省
の

70

一

目
ぬ
き

二

お
ほ
ひ
し
　
煙
は
神
田
大
火
で
あ
つ
た
。

六
百
な
り

五

傳
は
り
　
雨
戸
を
ど
す
ん
、
ど
す
ん
と
ゆ
す
ぶ
つ
た
　
一
時

五

晝
間
の
空
襲
の

六
、
七

一
時
は
空
襲
に
対
し
て
大
分
　
こ
れ
か
ら
は

八

来
襲
に
も
寝
た
ま
ま
で
濟
ま
す
樣
な
事
を
せ
ず

十

と
こ
ろ
が
ラ
ヂ
オ
放
送
は
敵
の
機
動
部
隊
の

十
一

云
へ
る
由
。
何
事
も
な
く
八
時

十
三

今
朝
も
お
米

十
四

こ
な
ひ
だ
の
晩
も
　
駒
の
飼
桶
に
　
障
子
を

十
五

行
つ
た
ら
雀
が

十
五

這
入
つ
て
鶸
の

十
六

ど
こ
か
ら
　
事
に
よ
る
と
水
抜
き
の

141

二

四
年
前
の
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
六
日
は
月
曜
日
の
十
三
夜
で
あ

つ
た
。
当
時
は
日
本
郵
船
の
嘱
託
と
し
て
、
水
曜
日
の
外
は
毎
日

午
後
か
ら
出
社
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
日
は
大
雪
の
翌
日
に
て
省
線

電
車
が
心
許
な
く
、
行
く
事
は
行
か
れ
て
も
夕
方
の
帰
り
が
心
配

だ
か
ら
出
か
け
る
の
を
見
合
は
せ
た

五

よ
り
も
、
も
っ
と
　
四
十
年
振
り
の
大
雪

七

来
襲
機
は
、
午
後
の
　
に
し
て
、
宮
内
省
の

八

目
抜
き

九

覆
ひ
し
　
煙
は
矢
張
り
神
田
の
大
火
で
あ
つ
た
。
六
百
機
な
り

十
二

傳
は
つ
て
　
雨
戸
を
外
か
ら
ど
す
ん
ど
す
ん
と
揺
す
ぶ
つ
た
　
午

前
一
時

十
三

晝
間
の
大
空
襲
の

142

一

一
時
大
分
　
家
内
も
さ
う
云
ふ
し
、
こ
れ
か
ら
は

二

来
襲
に
も
寝
た
儘
で
す
ま
さ
な
い
で

五

と
こ
ろ
が
ラ
ヂ
オ
の
放
送
は
、
洋
上
の
機
動
部
隊
の

六

云
へ
る
由
な
り
。
何
事
も
な
く
、
八
時

八

今
朝
も
焚
く
お
米

九

こ
な
ひ
だ
も
晩
に
　
駒
鳥
の
飼
桶
に
　
飼
桶
の
障
子
を

十

行
つ
た
ら
、
雀
が

十
一

這
入
つ
て
、
鶸
の

十
二

雀
が
ど
こ
か
ら
　
事
に
よ
る
と
玄
關
の
土
間
の
た
た
き
に
續
い
た

水
抜
き
の

頁

行
数

「
雀
」（
底
本
福
武
書
店
版
全
集
第
十
二
巻
）

頁

行
数

『
東
京
焼
盡
』（
底
本
福
武
書
店
版
全
集
第
二
十
三
巻
）



777

一
一

「
雀
」
の
涙

70

十
七

そ
こ
へ
い
き
な
り
人
が
出
て
來
た
の
で
驚
い
て
飛
び
立
つ
た
か

ら
、
ば
た
ば
た
と
上
の
方
で
あ
わ
て
る
計
り
で
、
足
許
の
も
と
這

入
つ
て
來
た
水
抜
き
の
穴
か
ら
逃
げ
出
す
事
が
出
來
な
く
な
つ
た

の
で
あ
ら
う
。
大
雪
に
て
外
の
餌
が
拾
へ
な
い
か
ら
腹
が
へ
つ
て

や
つ
て
來
た
に
違
ひ
な
い
。
閉
め
切
っ
た
玄
関
の
中
を
追
ひ
廻
し

て
二
匹
と
も
捕
へ
、
小
鳥
籠
に
入
れ
た
。
ひ
ね
つ
て
晩
に
は

71

三

思
つ
た
　
可
哀
想
だ
が
こ
の
頃
の
　
無
く
な
つ
て
は
先
づ

四

考
へ
た
。
そ
れ
な
ら
後
で
殺
す
よ
り
　
捕
へ
た
時
に
序
に

五

取
つ
て
も
そ
の
方
が
　
思
っ
た
り
し
た
。〔
改
行
な
し
〕

五

座
に
返
つ
て
大
分
冷
め
た
お
粥
の
残
り
を
啜
っ
た

六

何
だ
か
　
泣
き
出
し
さ
う
な
気
持
も
あ
る

七

考
へ
た
ら
　
殺
し
て
食
は
う
と
云
ふ
の
が
　
殺
生
を
し
な
い

八

或
は
更
に
雀
を

十

云
つ
て
玄
關
の

〔
ナ
シ
〕

十

軽
く
な
っ
た
。〔
改
行
ナ
シ
〕

142

十
二

大
雪
の
為
に
外
の
餌
が
拾
へ
な
い
か
ら
、
腹
が
へ
つ
て
ゐ
る
の
だ

ら
う
。
人
の
影
を
見
て
、
あ
わ
て
て
飛
び
立
ち
、
硝
子
戸
の
明
か

り
先
を
上
へ
上
へ
ば
た
ば
た
傳
は
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
上
の
方

か
ら
出
て
行
く
隙
間
は
な
い
。
驚
倒
し
た
雀
に
、
気
を
落
ち
つ
け

て
ど
こ
か
ら
這
入
つ
て
來
た
か
を
思
ひ
返
し
、
土
間
へ
下
り
て
、

羽
根
を
す
ぼ
め
て
、
水
抜
き
の
穴
か
ら
脱
出
す
る
と
云
ふ
樣
な
分

別
が
起
こ
る
わ
け
も
な
い
。

捕
へ
た
。
羽
根
を
散
ら
し
て
ど
き

ど
き
さ
せ
て
ゐ
る
の
を
空
い
た
鳥
籠
に
入
れ
た
。
晩
に
は
ひ
ね
つ

て

143

一

考
へ
た
　
可
哀
想
だ
が
、
こ
の
頃
の
　
無
く
な
つ
て
は
、
先
ず

二

思
つ
た
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
後
で
籠
か
ら
出
し
て
殺
す
よ
り

つ
か
ま
へ
た
時
に
、
序
に

143

三

取
つ
て
も
、
そ
の
方
が
　
思
っ
た
り
し
た
。
／

四

座
に
帰
つ
て
も
う
一
度
お
膳
に
坐
り
、
大
分
さ
め
た
お
粥
を
啜
つ
た

五

何
と
な
く
そ
こ
い
ら
が
　
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
る
と
、
ど
こ
か
が
泣
き

出
し
た
い
様
な
所
が
あ
る
。
お
椀
の
底
に
残
つ
た
冷
た
い
お
粥
を

す
す
つ
た
ら
、
ふ
つ
と
涙
が
こ
ぼ
れ
さ
う
に
な
つ
た

七

考
へ
て
見
る
と
　
　
殺
し
て
食
ふ
と
云
ふ
の
が
　
殺
生
は
し
な
い

八

或
は
雀
を

九

云
つ
て
、
玄
關
の

十

二
羽
が
後
先
に
な
つ
て
、
向
う
の
家
の
雪
の
積
も
つ
た
屋
根
を
越

し
て
行
つ
た
と
家
内
が
云
つ
た
。

十
一

軽
く
な
っ
た
。
／

頁

行
数

「
雀
」（
底
本
福
武
書
店
版
全
集
第
十
二
巻
）

頁

行
数

『
東
京
焼
盡
』（
底
本
福
武
書
店
版
全
集
第
二
十
三
巻
）



778

一
二

71

十
一

晦
日
二
十
八
日
に
な
れ
ば
美
野
の
所
に
配
給
あ
る
由
な
れ
ば
そ
れ

を
借
り
て

十
二

配
給
ま
で
つ
な
ぐ
と
し
て
、
こ
の
一
升
に
て
二
十
八
日
迄
を
過
ご

す〔
ナ
シ
〕

十
三

先
日
中
は
古
日
の
配
慮
に
て
何
度
も
会
社
か
ら
借
り
て
帰
つ
た

が
、
も
う
そ
の
融
通
も
つ
か
ぬ
と
思
は
れ
、
特
に
今
日
出
社
し
な

か
っ
た
の
で
愈
窮
し
た
の
で
あ
る

十
四

近
所
で
も
家
内
が
借
り
ら
れ
る
所
を
借
り
た
挙
げ
句
な
の
で
、
今

日
ま
た

十
五

そ
れ
で
二
三
軒
歩
き
廻
つ
た
　
窮
す
れ
ば
止
む
を
得
な
い
。
玄
関

の
水
抜
き
の
穴
か
ら

十
七

大
し
て
違
は
な
い
と
後
で
考
へ
た

十
八

午
後
二
時
五
分
警
報
が

72

三

さ
う
で
あ
る
。
／

四

終
つ
た
と
こ
ろ
へ

五

解
除
。〔
改
行
ナ
シ
〕

六

当
日
也
　
似
た
り
。〔
改
行
ナ
シ
〕

143

十
二

晦
日
の
二
十
八
日
に
な
れ
ば
よ
そ
の
配
給
を
借
り
ら
れ
る
当
て
あ

り
。
そ
れ
を
借
り
て

十
三

配
給
ま
で
を
つ
な
ぐ
と
し
て
、
今
日
の
こ
の
一
升
で
二
十
八
日
ま

で
の
六
日
を
過
ご
す
な
り

十
四

お
粥
は
い
よ
い
よ
薄
く
な
る
可
し

〔
ナ
シ
〕

十
四

家
内
も
近
所
で
借
り
ら
れ
る
所
を
借
り
つ
く
し
た
挙
げ
句
な
の
で

今
日
ま
た

十
六

そ
れ
で
空
し
く
二
三
軒
歩
き
廻
つ
た
ら
し
　
窮
す
れ
ば
、
水
抜
き

の
小
さ
な
穴
か
ら

十
七

大
し
て
違
つ
た
所
も
な
い
と
後
で
考
へ
た

十
八

午
後
二
時
五
分
、
警
報
が

144

三

さ
う
で
あ
る
。〔
改
行
な
し
〕

三

終
つ
た
所
へ

五

解
除
。
／

六

当
日
な
り
　
似
た
り
。
／

頁

行
数

「
雀
」（
底
本
福
武
書
店
版
全
集
第
十
二
巻
）

頁

行
数

『
東
京
焼
盡
』（
底
本
福
武
書
店
版
全
集
第
二
十
三
巻
）


